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４．２．人工光型植物工場 

有限会社新日邦 アグリ事業部 

（１）基本情報 

施設名 808 FACTORY 

ウェブサイト https://www.808factory.jp/ 

栽培開始年 2014 年（事業開始年：2012 年） 

所在地 静岡県焼津市 

施設面積 工場床面積：2,700 ㎡ 栽培室床面積：2,000 ㎡ 

栽培品目 グリーンリーフ、フリルレタス、シルクレタス、ロメインレタスなど 

生産実績 日産 約 2 万株、年産約 700 万株（リーフレタス換算） 

雇用者数 正規雇用 14 名（うち生産出荷に関わる人員：5 名）、通年の非正規パ

ート 72 名（1 日稼働人数：約 30 名） 

事業内容 人工光型植物工場での野菜栽培および販売 

販売先 スーパーマーケット（静鉄ストア）など小売店、業務用など 

主な導入設備・

システム 

・LED を利用した多段システム 

・環境制御システム、カメラ・センシング機器 

・栽培・作業記録・管理、環境モニタリング用に開発したデータシス

テム 

・エアシャワー、自動移植機、搬送ローラーコンベア、包装機など 

特色 ・大規模工場における安定栽培のための工場運営と衛生管理 

・植物工場専用に設計された高断熱・高気密の建物構造 

・工場運営における作業性などを考慮した工場設計 

・屋上全面等に太陽光パネル設置 

 

https://www.808factory.jp/
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写真：808 FACTORY 外観 

出所：新日邦提供 

 

 

写真：工場屋上および敷地内に設置された太陽光パネル 

出所：新日邦提供 

（２）事業概要 

① 植物工場事業への参入  

有限会社新日邦は、静岡県内でパチンコホール事業を主軸に、ホテル運営や太陽光発電な

ど多様な事業を展開している。幅広い事業展開の一環として、農業人口の減少や高齢化、地

元農業の衰退と将来の食料生産への不安、さらに同社の活動拠点である焼津市に貢献したい

という思いから、10 年、20 年後の農業生産を見据え、必要性と重要度が高まる完全人工光型

の植物工場事業を開始した。 
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 同社は、2012 年 6 月に社内にアグリ事業部を新設し、まず同年 12 月に既存の植物工場を

買収した。さらに国内にて植物工場に関する研修を受講するなど栽培技術を習得するととも

に、マーケットニーズの把握に努めた。そのうえで、2014 年 2 月に焼津市に新たに 808 

FACTORY 第一工場を稼働させた。その後、2017 年 4 月に同 808 FACTORY 第二工場を竣

工し、レタス類の生産規模を 1 日あたり 2 万株まで拡大させ、その後、順調に植物工場事業

を展開してきた。 

 

 

写真：808 FACTORY のレタスパッケージ（静岡県内スーパーマーケットにて） 

出所：植物工場研究会撮影 

 

② 栽培概要 

同社は、2014 年に第一工場にて日産 9,000 株のレタス類の生産を開始し、その後 2017 年

に同敷地内にて第一工場に隣接する形で第二工場を建設して以降、1 日あたり約 2 万株のレ

タス類を生産・販売している。栽培品目は、主にフリルレタス、グリーンリーフ、シルクレタ

ス、ロメインレタスの 4 種類のレタス類である。播種から収穫までの栽培日数は 35～42 日

程度という。現在は、静岡県内外の首都圏・中京圏で、小売用・業務用にレタス類の販売を行

っている。なお、同社では商業生産のほかに、自社で継続的に研究・試験栽培も行ってきて

おり、レタス類のほか、ハーブ類、果菜類、機能性植物の栽培などにも取り組んでいる。 

 

③ 栽培施設の概要・特徴  

同社の工場建屋は植物工場専用に設計された高断熱・高気密の施設で、空調電力の節減と

工場内の主な発熱体である栽培用の光源利用の効率化を追求している。10 段の栽培ラックを

使用し、養液および洗浄には豊富な井戸水（大井川系の南アルプス伏流水）を使用している。

工場の屋根および敷地内には太陽光発電パネルを設置し、発電および売電も行っている。 
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同社の栽培・施設における特徴として、工場開設当初から工場内の多くの箇所に各種計測

センサー等を設置し、多様なデータ収集に務めるとともに、主要事業のパチンコホール事業

におけるセンシングおよびカメラ技術を用い、定点観測カメラを設置・活用している点が挙

げられる。環境データのみならず、作業データも収集し、改善を図ることにより、効率的に

工場全体の生産性を向上させてきている。なお、第二工場は、第一工場の経験を活かし、ハ

ードの面においても衛生状況を維持するために重要となる、洗浄や掃除、さらにメンテナン

スがしやすい工場およびシステム設計・仕様となっている。なお、第一工場では DFT システ

ム、そして第二工場では NFT システムを採用している。また、第一工場と第二工場は隣接し

ており、梱包や出荷室などを共有する一つの工場施設となっている。 

 

④ 販売戦略  

同社は自社ウェブサイトやテレビ CM、さらに店頭販売など、植物工場野菜の生産方法、そし

て洗わなくても食べられる同社の工場野菜に関する広報活動に注力してきており、地域の消費者

にも 808 FACTORY の商品特徴を効果的に伝えてきている。例えば、同社のウェブサイトにて、

「365 日/808」「暮らしに 808」コンテンツにて、808 FACTORY のレタスを使ったメニューを

紹介したり、「808 のいいところ」でコミカルに多様な商品特長を伝えたりしている。さらに、2014

年の工場稼働時から、有名子役などが登場する数多くのテレビ CM を毎年継続的に主に静岡県内

にて放映し続けるなどしている。同社が 2016 年に静岡県内で実施したアンケート（N＝958）に

よると、「808 FACTORY を知っていますか」という質問に対して、実に 95％が知っていると答

え、うち食べたことがあると 39％が回答したという。 

また同社は、自社工場の運営のほかに、2015 年 12 月より、同社が運営する藤枝駅前のホテル

1 階に 808 FACTORY CAFE を運営している。同店では、808 FACTORY にて生産されたレタ

スをそのまま使用したスムージーなども提供している。同店も、工場産野菜の食べ方の提案や味

の訴求、 植物工場野菜のイメージの向上・定着に重要な役割を果たしているといえる。 
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写真：808 FACTORY CAFE にて グリーンスムージー808 ブレンド 

出所：植物工場研究会撮影 

 

（３）スマート化への取組み 

① データ取得  

同社では、工場開設当初から工場内の複数の箇所に各種計測センサーや定点観測カメラな

どを設置し、環境データ、作業データなど多様なデータを自動・手動にて収集し、植物生育

状況に関するデータと併せて分析し、生産性の向上に活かしている。環境データについては、

工場内の様々な場所にセンサーが設置されており、気圏環境や養液環境データを自動で 24 時

間 365 日収集・蓄積している。なお、データはグラフ化され過去に遡って確認することが可

能な仕組みとなっている。その他の環境データについても、手動で定期的に計測している項

目もある。 

これら収集したデータは独自開発したシステムで一元管理を行っている。下記に収集デー

タの一例を示す。 
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■生育データ 

＜例＞ 

・生産数量 

・茎葉部正体重（商品化重量と廃棄重量のデータも記録） 

・菌数検査（毎週実施） 

・糖度・硝酸態窒素濃度 

・光合成速度 

・気孔コンダクタンス 

・その他 

 

■作業データ 

＜例＞ 

・各作業枠の総合作業時間（作業日報より毎日集計） 

・各作業の一人当たり単位時間（タイム測定） 

・ウェブカメラによる実際の作業確認 

■環境データ 

＜例＞ 

・気温 

・相対湿度 

・二酸化炭素濃度 

・水温 

・EC 値 

・pH 

・蒸散量（原水供給量） 

・肥料原液供給量 

・光合成有効光量子束密度（PPFD） 

・風速 

・サーモグラフィ 

・その他 

 

② データの活用・管理 

１）栽培状況の改善、衛生モニタリング 

前述の通り、同工場では、高断熱・高気密の施設にて、時系列データも含め多種多様なデ

ータを継続的に収集しているため、データを基に、必要に応じて因果関係や調整すべきポイ

ントを確認・探索することが可能である。このことは、例えば新しい品種を導入する場合な

どにも有効である。さらに、講じた対応策が意図した通りの結果を生んでいるかの検証も容

易である。また、食品工場同様の衛生管理を徹底しており、工場設計の工夫、工場内（衛生管

理エリア）に入るまでの衛生管理における詳細なプロセスの設定と実行の徹底、エアシャワ

ー施設や害虫トラップの有効活用による予防など複合的な対策を講じている。さらに、収穫

物における菌数の確認なども定期的に行うなど、人工光型植物工場産の野菜に求められる「安

全・安心」を提供している。 

 

２）ネットワークの活用 

同工場では、データ収集にも使用しているネットワークを利用し、リアルタイムに作業状

況をモニタリングすることが可能な仕組みとなっている。また、工場内に遠隔操作モニター

を設置することで、工場とは別棟の事務所からも作業指示を行うことが可能である。同シス

テムを活用することで、タイムリーで正確なオペレーションを実現するとともに、時系列デ

ータを活用した作業効率の改善など作業時間あたりの生産性の向上を実現させている。 
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写真：ウェブカメラのモニター 

出所：新日邦提供 

 

３）データに基づく標準作業手順書の作成 

工場運営における標準化・平準化のため、同社では、画像データなどを含む作業データを

もとに独自の標準作業手順書を作成している。この標準作業手順書には、例えば「作業名、

場所、必要備品、標準時間、作成日、改定日、手順、手順内容、目安となる時間、安全上の注

意点、図・写真」など詳細かつ簡潔に手順が明記されている。前述の通り、同工場には映像・

画像データが常時保存されているため、作業が早かった日、遅かった日の原因究明や、作業

ミス、例えば仮に事故が起こった場合の原因究明と迅速な対応が可能なだけでなく、改善策

も立てやすくなっている。さらに視覚的な資料があることで、従業員へ説明しやすいという

特長もある。 

同社では、このような仕組みのもと、データを用いて細かい作業単位で標準的に要する時

間を正確に割り出すことで、従業員のレベルの把握と管理が容易となった。また、できる限

り作業を単純化し、手順を明確にすることで、作業ムラのない安定した栽培環境を創出して

いる。これにより、属人化することなく、誰でも無理なく所定の日々の業務をスケジュール

に応じて完了できる運営体制を実現している。 データに基づく標準作業時間および全体にお

ける時間配分を比較的正確に割り出すことができるため、例えば、その日に実施しなければ

ならない作業に対して、どのくらいのレベルの作業員が何人必要かなどを割り出し、人員を

配置することできる。これによって、作業量と各作業員のレベルなどを踏まえシフトを作成

することが可能となり、特定の人員への過度な負担が偏ることがないと見込まれる。また、

就業時間が一定であること、さらに負担に偏りがなく不満が生まれにくい工夫や体制のもと

運営していることもあり、従業員の定着率や職場の雰囲気なども非常に良いという。 
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③ 自動移植機の導入 

前述の標準作業手順書を作成する際に判明した全体における作業時間割合や作業効率の改

善のため、同工場では苗の自動移植機を導入している。同自動移植機はメーカーと共に共同

開発した。人件費の削減、また従業員にとっても心身ともに負担が大きい作業を減らすこと

を優先し、同移植機の導入に至った。その他の工程における自動化については、標準化を徹

底し、作業を単純化したことで自動化もしやすい状況にはあるが、安全性を考慮した設備を

導入すると、よりスペースが必要になることや、メンテナンスにかかる手間が増えることな

どから、導入には至っていない。なお、同工場では、自動移植機のほか、搬送ローラーコンベ

アや自動包装機などを導入している。 

 

（４）今後に向けて 

昨今の電気代の上昇は、同社経営に大きな打撃を与えていることは事実である。一方で、

今後も社会環境や植物工場野菜における衛生面や安定供給という観点からも、植物工場産農

産物の需要は安定して見込まれる。その中で、今後さらに生産性を上げていくことで、安定

した経営が可能だと考えている。 

今後の対応策の一つとして、生産性向上に向けた植物工場専用の育種の共同研究を進めて

いる。味がよく、成長速度が揃い、葉形が立ち、チップバーン抵抗性があり成長を早めるこ

とが可能な品種などを検討している。味がよいことは、農産物としては必須である。効率的

な工場運営という視点からは、成長速度が揃う、つまりは作業のタイミングが揃うことも重

要な要素である。また、葉が（あまり横に広がらずに）立ち上がる品種であれば、面積当たり

の株数、また照射光の届く範囲などにも良い影響が見込まれる。チップバーンがなくなれば、

包装前の確認・トリミングなどのための時間削減、廃棄率を低下させるなど生産性を向上さ

せることが可能とある。そのような改善を積み重ねることで、生産性のより高い工場となっ

ていくと考えられる。今後も、これまで蓄積してきた工場運営および栽培全般に関する多様

なデータを有効活用しながら、着実にかつスピード感をもって取り組んでいきたいと考えて

いる。 
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参考：実態調査調査票 

◆太陽光型/併用型植物工場用 
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◆人工光型植物工場用 
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令和４年度みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業費補助金等のうち 

スマート農業の総合推進対策 

データ駆動型農業の実践・展開支援事業のうち 

スマートグリーンハウス展開推進 

 

事業報告書 （別冊１） 

大規模施設園芸・植物工場 全国実態調査・事例調査 

令和５年 3 月 
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